
定期報告（ウルグアイ内政・外交：２０１７年１２月） 

 

【内政】 

 

１ 性に基づく暴力防止法の可決 

１３日，議会において性に基づく暴力防止法が可決し，近親者による性的暴力への罰則が強化

される他，脅迫や精神的圧力による性行為の強要に対する刑罰（最大６年の禁固）等が新たに定

められた。また，性に基づく暴力に特化した裁判所の設置及び被害者保護ネットワーク等が創設

される予定。ウルグアイでは２０１７年３月「国際女性デー」に過去最大規模のデモ行進が行わ

れて以降，女性の保護・権利強化に関するジェンダー関連法案の審議が加速し，性に基づく暴力

防止法の他にも，１０月には恋人また内縁の夫等による殺人への罰則を強化する女性殺人法が可

決し，更に公職選挙候補者の一定数が女性であることを義務づけるクオータ法が成立した。 

 

２ 対ブラジル国境問題委員会の開催 

１８日，ニン・ノボア外相は対ブラジル国境問題委員会を開催し，ブラジルと国境を接するア

ルティガス県，リベラ県，セロ・ラルゴ県，ロチャ県の各自治体の代表，各県選出の下院議員及

びフェレーリ経済財務次官が出席した。外務省は同委員会を通じてウルグアイ・ブラジルの国境

に関する対策等を説明するとともに，問題の吸い上げ，国境付近で発生する事件の検討，意見交

換，行動計画の策定等を定期的に行っている。 

 

３ 年金制度改革法案の可決 

２０日，年金制度改革法案が可決した。９０年代に完全公的年金制度から現行の半官半民の制

度に切り替えが行われ，現在５０～６０代の世代から適用が開始されたが，同世代の新制度にお

ける加入期間は短く受給額が減額される事態が問題視されていた。政府は救済措置として，影響

を受ける世代が完全公的年金制度に戻ることを認め，その際，公的年金に継続加入していれば支

払われたであろう年金額の９０％を保障し，既に年金を受給している国民にも適用される。同時

に，各民間年金会社が加入者から徴収する手数料の上限が，年金支払い月額料の約１．１％（現

在，最高１．９９％の手数料が課されている）に設定された。 

 

【外交】 

 

１ モンテネグロとの査証相互免除協定 

８日，ウルグアイとモンテネグロは査証相互免除協定を結び，両国の有効な旅券を所持する国

民に対し，相互に，ビザ無しで（１２ヶ月間の中で）最大９０日間の滞在を許可することに合意

した。ウルグアイ外務省は，本協定は両国民の交流及び相互往来に便宜を与えるだけでなく，二

国間関係の更なる強化に資すると評価した。 

 

２ ムヒカ前大統領のチリ訪問 

１３日，ムヒカ前大統領は，１７日に予定されるチリ大統領選挙決選投票の与党候補であるア

レハンドロ・ギジェル上院議員（注：結果はピニェラ・チリ新大統領に敗北）の応援のためチリ

を訪門し，同上院議員の最後の選挙演説に参加した。ギジェル上院議員の選挙対策チームは「ム

ヒカ前大統領は，ラテンアメリカだけでなく世界的なリーダーである」と訪問を歓迎した。ムヒ

カ前大統領の訪問は，エリサルデ・チリ社会党党首の調整で実現したと報じられた。 

 

３ カナダ国際貿易大臣のウルグアイ訪問 



１５日，ニン・ノボア外相はウルグアイを訪問中のシャンパーニュ・カナダ国際貿易大臣と会

談し，メルコスール・カナダ通商協定交渉の早期開始への期待を表明した。ニン・ノボア外相は，

カナダ企業による銀行，鉱業，流通，林業，農業ビジネス，漁業分野等への投資拡大を歓迎の意

を表した。また，シャンパーニュ・カナダ国際貿易大臣，ボノミ内務相及びメネンデス防衛相は，

安全保障に関わる機材等の購入に関する２つの覚書に署名した。ボノミ内務相は，同覚書により

ウルグアイはカナダから安全保障関連機材等を特恵待遇で購入することが可能になると説明し

た。 

 

４ カメルーンとの外交関係樹立 

 １８日，ＮＹ国連本部において，ウルグアイ東方共和国とカメルーン共和国は両国大使間で両

国の外交関係を樹立する共同宣言に署名し正式に外交関係を樹立した。ロセリ・ウルグアイ国連

常駐代表は，同外交関係樹立はウルグアイの外交政策及びウルグアイが掲げる国際社会との統

合・協調主義を再確認するものであると述べた。 

 

５ 安保理における非常任理事国の任期終了 

 ３１日，ウルグアイは２度目となる国連安保理非常任理事国としての２年間の任期を終了した。

ウルグアイ外務省はプレスリリースを発出し，多様な分野における全ての関係者の協力と尽力に

よって，ウルグアイは安保理における複雑かつ困難な任務を全うし国際社会の期待に応えること

ができたと評価した。 

 

【要人往来】 

○往訪 

 １０日～１３日，バスケス大統領，ニン・ノボア外相の訪亜（ＷＴＯ閣僚会議出席のため） 

 ２０日，２１日，バスケス大統領，ニン・ノボア外相，アストリ経済財務相の訪伯（メルコ

スール首脳会議等出席のため） 

○来訪 

 １１月３０日～１２月２日，Ma Peihua中国人民政治協商会議（CPPCC）副主席，Chen Zhou

中国国際貿易促進委員会（CCPIT）副委員長，モレノ米州開発銀行(IDB)総裁（中国・ラ米カ

リブ・ビジネスサミット出席のため） 

 １５日，シャンパーニュ・カナダ国際貿易大臣 

 

（了） 

 

 


